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第１章 架設精度管理概説

• 構造物の形状とケーブル張力が、設計で仮定され
た値に近い管理目標値以内に納まるようにケーブ
ル張力を主として調整管理する作業を架設精度管
理と呼ぶ。現場では以下の誤差が橋梁に発生する。

１）構造解析誤差

２）製作誤差

３）架設誤差

• 構造同定により定量化して正確な解析のモデル化
をすることにより架設精度の管理水準を高めること
ができるので、それらの手法をここに概説する。



世界の斜張橋

ノルマンディー橋 多々羅大橋

ミヨー高架橋 リオン･アンティリオン橋



1.1 架設精度管理の主目的

• 桁の形状管理が第１の管理対象

• ケーブル張力は、許容は範囲内に収める

• 形状とケーブル張力の調整バランスは、架設
時に弾力的に対応する



現場作業



シム調整作業



1.2 架設管理目標値の例



1.3 架設精度管理システムの例



1.4 架設精度管理に用いる解析法
精度管理に必要な以下のシステムについて解
説する

２章架設解析（ＦＯＲＷＡＲＤ法とＢＡＣＫＷＡＲＤ法）

３章 ケーブル張力調整法

4章構造同定法


